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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　1月　31日　(木)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　　記録者　　小杉　久美
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。
＜連絡事項＞

・車椅子使用している患者様には褥瘡予防の為、クッション使用しましょう。又、最近、

車椅子・クッションの汚れが目立ちます。準夜帯で車椅子の掃除をすることになって

いるので徹底していきましょう。
＜患者様連絡事項＞

・玉井　クニ子様～食事の際むせ込みあり、食事摂取量少量となっていることから点滴処方（抗生剤・ビタミン剤）となり施行しています。

　　　　　　　　　1/29昼～抗生剤内服薬処方となっていますが、点滴で抗生剤処方と

なった為、1/31朝で止めとの指示あります。血液検査・インフルエ

ンザテスト施行の指示あり施行。インフルエンザテストは陰性でした。

　　　　　　　　　また、発熱時、解熱鎮痛剤（坐薬）の予測指示あります。

　　　　　　　　　バイタルサイン測定・身体状態の観察・IN/OUT測定を施行していき

　　　　　　　　　ましょう。食事は止めていませんが、むせ込み見られたら様子を見て

　　　　　　　　　中止しましょう。点滴抜去しようとすることあるので、常時付き添い

　　　　　　　　　し、安静保持に努めましょう。

・三浦　一男様～喀痰検査の結果、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）とのことです。

MRSAに対する耐性が無い抗生剤6日分臨時処方となっています。

1日3回鼻腔・口腔消毒をしっかりと行い、マニュアルに従って感染予防に努めていきましょう。また、排便困難さ見られていることから下剤が臨時処方となっていました。排便困難さは改善されてきているので

下剤が7日分継続臨時処方となっています。引き続き排便の有無・腹部症状の観察していきましょう。

・橋本　万様～排便困難さみられていることから下剤が処方となっていました。排便困難

さは改善されてきているので、下剤7日分臨時処方となっています。引き続き排便の有無・腹部症状の観察していきましょう。

　　　　　　　

・古川　徳一様～本日、岸原病院受診しています。岸原病院で胸部CT検査し、結果、右

下肺野に肺炎像認め、右胸水・左胸水（少量）あると診断されています。

　　　　　　　　岸原病院の主治医より、現在当院で施行している点滴をこのまま続け、

抗生剤の点滴は7～10日間程続ければ良いと話しがありました。岸原病

院にも空床はなく当院での治療継続となっています。

　　　　　　　　引き続き、バイタルサイン測定・IN/OUT測定・酸素療法・点滴療法

　　　　　　　　肺炎症状の観察を行いましょう。

＜2/1の豆まきについて＞

・サポートスタッフや、当日業務のスタッフは企画書を再確認し、臨機応変に動けるようにし、事故のないように患者様に楽しんでいただきましょう。

・明日は、南病棟の豆まき大会です。新聞紙で作った大きい豆を使用しますが、特に

　CDユニットの患者様は収集や異食に気をつけ、豆を投げたらすぐに回収しましょう。

・ホールで集って行うので、徘徊や車椅子自操する患者様は転倒に気をつけましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






